
イテリメ ン語 の動詞の自他

1 . イテリメン語の動詞 につ いて

小野 智香子

本稿では , イテリメン語
1
の 自動詞 と他動詞の 形態的特徴と意味､ 統番の 関係につ いて 分析す

る ｡ 以下の記述は ､ 筆者がフ ィ - ル ドで調査 した南部方言の資料に基づ いて い る｡ 調査には ､ 攻

Ⅴ . D . ザボロ ー

ツ カヤ氏 ( 1 9 3 3 年生まれ , ソポチノ エ村出身) , G . A . ザボ ロ ー

ツカヤ氏 ( 1 9 3 5

年生まれ ,
マ ロ シ ェ チノエ村出身) に協力して い ただいた2 o また ､ 必要 に応 じて ヴア ロ ー ジ ン

の 資料 ( B o JI OJl 抑I 1 9 76) を引用する ｡

まず､ イテリメン語の動詞 につ い て , そ の 形態的特徴と統語的特徴を以下 に簡単に述べ る ｡

l . 1 . 形態的特徴

イテリメ ン語は主 に勝者的な方法で語形成を行い ､ 品詞は名詞､ 形容詞 ､ 動詞 ､ 副詞, 助詞が

ある o 動詞には人称 ･ 数 ･ 法 ･ 時制 ･

アス ペク トの カテ ゴリ
ー

があり ､ それぞれ接辞を付加する

こ とによ っ て活用する｡ 人称 ･ 数の接辞には ､ 主語を表すもの と目的語を表すもの ､ 主帝と目的

誇の 両方を表すものが ある ｡ イテ リメン語の動詞 は , 主語活用をするか主語 ･

目的語活用をする

かによ っ て
､ 自動詞か他動詞 かを形態的に明確に区別するこ とができる ｡ また不定詞 の場合にも､

自動詞 は - k e -

ち/ -

k a
-

s ､ 他動詞は
-

ヰ
ー

( e) s とい う接尾辞をとり､ 動詞の自他が形態的に区別さ

れる ｡

1 . 2 . 統語的特徴

イテリメ ン語の文にお ける主要な成分は主語 , 述語 ､ 目的語であるが､ 述語だけで も文は成立

する｡ 主語と目的語はともに名詞の絶対格で表示され るo 語順は比較的自由で あるが , 述轟は文

の最後に, 主語は目的語 に先行する ことが多い ｡ 動詞が述帯である場合, 絶対格名詞 を 1 つ しか

とるこ とのできない動詞が自動詞 ､ 絶対格名詞を 2 つ とるこ との できる動詞が他動詞 である ｡

1 イ デ+ メ ン音別まカム チャ ッカ半島北西部に居住する克住民イテリメ ン族の言語 で､ チ エ クチ
･ カム チ ャ ッ カ蘭族 に属

ずる とみ な され て い る｡ ロ シア の歳計資料 による と､ イテ リメン族 の 人 口は釣 130 0 人 ､ そ の うちイ テリ メ ン語の 話者は

9 . 1 % (約 12 0 人) で ある ( P a 耶 押J7 e ZZ W e 月a α J W E 肘 P o c c w n o 脚 3 m - ･ M o c x B a
,
19 9 5) D

2
調査場所､ 日時は次 の通りである ｡

故 B a Jt e Ⅲ Ⅶ a 恥 叩 e B E a 3 a Ⅱo p o trE a 5I 氏: ロ シ ア連邦カムチャ ッカ州コ リヤ
-

ク自治管区チギリ地区コ ヴラ ン 札 199 9

年 8 月 3 0 日 - 9 月 1 4 日 (調査時 66 歳)

r a J7 m A 申a m c もe B tl a 3 a Ⅱo p 叩 a g[ 氏 : ロ シ ア連邦カムチャ ッ カ州 コ リヤ
ー

ク 自治管区J i ラナ村 ､ 20 W 年 3 月 2 8 日 - 4

月 5 日 (調査時 6 4 歳)

-

1 9 -



2 . 自動詞語幹 ･ 他動詞語幹の形態の比較

イテリメ ン欝では形態的 ･ 統語的に動詞の 自他の 区別が で きる こ とを上で述べ た｡ ただし, 上

で形態的に区別でき るとい うの は ､ 動詞語幹の 外 (人称接辞) の話である ｡ イテリメン語 の動詞

語幹を観察する と､ 自動詞 と他動詞 ではそれぞれ に特徴的な形態がみられる ｡ 以下 で は自動詞 と

他動詞が同
一

の語幹を持つ もの ､ 他動詞か ら自動詞の派生 ､ 自動詞か ら他動詞の派生 につ い て ､

そ の形態を詳しく観察 して みよう ｡

2 . 1 . 同語幹動詞 (V i - V t)

自動詞 V i の 語幹 と他動詞 V t の帝幹が同じ形態の動詞が ある｡ 以下にその ような動詞を挙げ

る｡

動詞番 幹

agj a

aB el a

ajt a t

atl e 皿 k
l

a

a x t

a x生
3

阿

k u k e

k
'

e n e z e

自動詞

自慢する

事を撮る

追う

(履き物に) つ ぎを当てる

魚をさばく

収穫する

飲申

煮る

考える ､ 思う

lo t 撃 つ

n e zβa 狙う ､ 狙 いを付ける

u zil ( 自分 の体を) 打 つ

s a t u 掘 る

t
'

壬a z o 自分を洗う

c x m al 悪態をつ く , 言 い争う､ 農

りあう

∋k k Ⅶ 見る

a m t x l a 自分 の髪をとかす､ 髪を結

っ てもらう

eip くるまる

他 動詞

- を ほめる ､ 賞賛する

- に手を振る

- を追う ､ 追 い出す

- (履き物) につ ぎを当てる

- をさばく

- を収穫す る

- を飲む

- を煮る

- を考える , 思う

- を撃つ ､ 射殺する

- を狙う ､

- に 狙 い を付ける

- を打 つ

- を嘩る

- を洗う

- を屠る､ 叱る

- を見る

- の (繋を) 輝けずる､ 髪 を蘇 っ てやる

- を覆う ､ くるむ

3
ヴ ァ ロ - ジン は i n - a 文王 と いう好感を報告 して い る ( B α 和 田丑 19 76 : 20 4) .
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il* s 掃く

e c
'

e hl 着物を脱ぐ

- を聞く

- の 着物を脱がせる

そ の他､
ヴ ア ロ

ー

ジ ンは以下 の ような例を報告して い る (B o JI OfI 雌 1 9 7 6 : 2 0 0) o

動詞 語幹 自動詞

1ft e 愛する

皿 e C なくなる

c
'

e r e 盗む

他動詞

- を愛する

- をなくす

- を盗む

この グル
- プの動詞は､ 特に自動詞語幹に注目して みると , 語幹によ っ て 表され る動作

･ 行為

の対象が認識でき ､ 意味的に他動性が高い o 例え ば､ 押 ｢( 自) 飲む ､ (他) ′- を飲む+ ､
k u k e

ド(自) 煮る､ ( 他)
- を煮る+ ､ l o t ｢( 自) 撃 つ ､ ( 他)

- を撃 つ+ ､ 9I c k tl ｢( 自) 見る､ ( 他) -

を見る+ ,
ilf s ド(自) 聞く ､ (他) - を聞く+ など｡ また自動詞 の方が , 動作 ･ 行為が自分自身

に向けられる ,
いわ ゆる再帰動詞 にな っ て い るもの も比較的多く見られるo 例えば,

a gj a ｢(自)

自慢する､ .( 他) - をほめる+ ､ u z n r 伯) (自分の体を) 打つ ､ ( 他) - を打 つ+ ～ t
l

l a z o r( 自)

自分を洗う ､ ( 他) - を洗う+ ､ e c
･

e u ｢( 自) 着物を脱ぐ､ ( 他)
- の着物を脱がす+ など｡

2 , 2 . 他動詞語幹 V t ＋
- ?生 一 自動詞語幹 Vi

他動詞語幹 V t に接尾辞
- ?壬 を付加するこ とにより､ 自動詞爵幹 V i が派生されるo

こ の よう

な自動詞と他動詞 の対には以下の ような ものがある ｡

自動詞 爵幹

al u p t k
'

a - ?i

al tl S k
'

P a
- ?i

B a g e
- ?i

k eli - ?i

k
7

ul e _ ?i

1 a m a -?i

1 e?坤Ie - ?i

1
t

e ci - ?i

n ip i
-?I

h i s k
l

i - ?I

o卓a - ?i

ci? Ⅱqi
- ?I

さ さやきあう､ ひそ ひそ話し合う

盗み聞きする

刺繍をする

書く

引っ か く

自分を洗う

噛む

漁療を受ける

荷降ろ しをする

喚ぐ

キスする､ キス しあう

縫い物をする

他動詞 藷幹

血 p tk
'

a

a h l S k
7

P a

P ag e

k eli

k
'

ul e

1 3 血∋ ,

1 e?坤壬e

1
-

e c主

血由

血s k
l

i

o P a

d ? 喝

-

.21
-

～ に さ さやく､ ひそひそ声で話す

- の 静を生み聞きする

- に刺節する

- を書く

- を引っ かく

- を洗う

- を噛む

- を治療する

(荷物を)
- に積む

- を喚 ぐ

- にキスする

- を縫う



1p S t t1
- ?生 水をふりかける ip s t u

- に 水をふりか ける

この グル ー プの動詞 も自他同語幹動詞と同様 ､ 自動詞語幹によ っ て表され る動作 ･ 行為の 他動

性が高い o 例えば､ P a g e - ?壬 ｢( 自) 刺繍をする+
-

P ag e ｢(他) - に刺繍する+ , k e n - ?壬 ｢( 自)

書く+
-

k e n ｢( 他) - を書く+ ､
ip s t u

- ?i ｢( 自) 水 をふ りか ける+ - ip s t u ｢( 他) - に水をふり

か ける+ など. また､ 自動詞が再帰動詞で ある例 (1 a m ㌻?生 ｢( 自) 自分を洗う+ - l a m a ｢(他)

- を洗う+ や ､ 動作 ･ 行為が相互 に及ぶ例 (al u p tk
'

a - ?壬｢( 自) ささや きあう+ - al tlp tk
'

a ｢( 他)

さ さやく+ ,
o B a

- ?I ｢( 自) キスす る､ キス しあう+ -

oP a ｢( 他)
- にキスする+ ) もあるo

2 . 3 . e n
- / a 皿 - ＋ 他動詞語幹 V t ( ＋ - ?i) 一 自動詞語幹 vi

他動詞語幹 v t に接頭辞in -/ a n - を付加する こ とにより自動詞語幹 v i が派生され る( そ の際,

接尾辞 - ?l が同時に現れ る場合もある) ｡ そ の ような自動詞 と他動詞の 対には以下のよ うな もの

があ る｡

自動詞帝幹

a Ⅱ トp al 噛む､ か じる

a n T a n C X C a - ?生 勝利する

a n - h c -?壬 読む

i n - a n k
'

z n - ?壬 助ける

他動詞 蘇幹

p ∋1
- を噛む

a n c x G a - に勝 つ

h e - を 読む

a n k
J

2 n - を助ける

そ の他､ ヴァ ロ - ジ ンは次の ような例を報告 してい る ( B o JIO n 氾 I 1 97 6 : 2 0 3 - 2 0 4) ｡

自動詞爵幹

a n - a n C P a

a n - l x a - ?I

i n -i q u

i n - t kit e _ ?i

他動詞静 幹

教育する a n c p e

拭く 1 x a

番 をする i nj u

投げる tkit e

- に教 える

- を拭く

- の 番をする

- を投げる

この グル ー プの 動詞も上記の グル ー プと同様に､ 自動詞語幹が意味的に他動性 を有 して い る .

a m - p al ｢( 自) 噛む+ -

p al ｢( 他)
- を噛む+ ､ a n - h e - ?壬 ｢( 自) 読む+ - h e ｢(他) - を読む+ な

ど｡

2 . 4 . 孤
- 十 自動詞話幹 Vi ( ＋ -(?)i/ -

I / -

B) - 他動詞語幹 v t

自動詞静幹 v i に接頭辞 a n -

を付加するこ とによ り, 他動詞帝幹 V t が派生される. こ の よ

- 2 2 -



うな自動詞 と他動詞 の対には , 以下 の ような ものが ある o

自動 詞 語幹

aP a l e

aP a

a 皿 e生a t

a p
'

司

P e tP e t

生皿 a

k rP e 転e t

k s x 丘

k
'

ol

k
'

ni

q si

q a? m

q ejP e

q u m a

tik l

r ep a t

c e*i

e s x li

S X O Z 勾a

甘える

(川が) あふれる

鞘える､ 隠れる

息苦しくなる

真っ 直ぐになる

別れる

話す､ 会話する

現れ る､ 姿を見せ る

壊れる

回る

自由になろうとする､ 撮り

･切 っ て逃げる

侮辱を感じる ､ 腹を立て る

沸く, 沸騰する

着る ､ 履く

驚く , びっ くりする

喜ぶ , うれ しがる

急 ぐ

目が覚める

向く

kl a 沈む

t x a? n e 濡 れ る

t
'

e n g e ぶ ら下が っ て いる､ 吊 してある

他動詞 語幹

a n T aP a l e

Q h - aP a

( a) a - a m e 払t

3 n - a P
'

a 勺

a n rβetP et

a n _ i l n a

a n 十k r夢e k e t

a n _ k s x li

a n _ k
J

ol

a n _ k
'

ili

a 叫 S l

a n T q a ? 孤

a n T q ejP e

a 岬 m a

a n - t n x 壬

a n - r ep a t

a n , - c e @i

a n - s x ii

a n - S X O Z 勺a

a a - k生a

a n _ t x a ? n e

a n - t
'

e Ⅱ8 e

- をか わ い がる

- を氾濫させる ､ あふれ させ る

- を隠す

- を馨息させる､ 絞め殺す

- を真 っ 直ぐにする

- を分ける ､ 引き乾す

- を説得する

- を見せ る

- を壊す

- を回す

- を解放する , 放す

- を侮辱する, 怒らせ る

- を沸かす

- に着物を着せ る ､

- に靴を履かす

- を驚かす､ びっ くりさせる

- を喜ばせ る

- を急がせ る､ せかす

- を目覚めさせ る､ - を起 こす

- を向ける＼

- を沈める

- を濡らす

- を吊す ､ ぶら下げる

また ､ 接頭辞 9 n
-

に くわえて ､

-( 帆
-

g ,
一

歩 とい っ た接尾辞が同時に付加される場合が
あ

る｡ こ の ような自動詞と他動詞の対には以下のような ものがある ｡

自動詞帝幹

c o とける

壬a すわ っ ている

t x 2 n 立っ て い る

x a q e n
-1 怒る

qitit # a

他動詞 藩幹

a n , { o -1,

a n - i a - I

a n - t x z u
- ?i

a n - X a q e
一

句

a n , q iti t
･ - eP

- 2 3
-

- を とかす

- をすわらせ る

- を立てる

- を怒らせる

- を凍らせ る



この グル ー プの動詞 は前述 した 3 つ の グル
- プとは異な り, 自動詞語幹 によ っ て表される 動

作 ･ 行為の 対象を認識しにくく , 他動性は低い o また , 他動詞語幹により表され る動作 ･ 行為の

対象を o とし､ 動作主を A とする と､ A の動件 ･ 行為の制御性 ( c o nt r oll ab ility) が高く ､ o の 制

御性が低い こ とがわか る｡ も とになる自動詞語幹によ っ て表され る動作 + 行為の 主体 s に つ い

て も､ そ の 動作 ･ 行為の制御性は比較的低い ｡ k
'

o壬 ｢( 自) 壊れ る+ - a 且+ i
'

0生 ｢(他) - を壌す+ ､

q e3

'

p e ｢(自) 沸く ､ 沸騰する+ 一 犯 + 1 eiP e ｢( 他) - を沸かす+ ､
k 壬a ｢( 自) 沈む+ - a n - kl a ｢( 他)

- を沈める+ ､ t x a ? n e ｢( 自) 濡れる+ - a n - t x a? n e ｢( 他) - を濡らす+ ､ c o ｢(自) とける+ - 3 n , C O ～玉

｢(他) - を とかす+ ､ qitit r( 自) 凍る+ - a n - qi ti t
- e卓 ｢(他)

- を凍らせ る+ などo 従 っ て ､ 自

動詞では感情や身体的な状態を表す動詞 もこの グル
- プに多く見られ る｡ a p

'

a g ｢( 自) 息苦しく

なる+ - a n - a p
'

a g ｢(他) - を窒息させる+ ､ q a ? m ｢( 自) 侮辱を感 じる+
- 9 n T q a ? m ｢(他)

- を

侮辱する+ ､ tik 壬 ｢(自) 驚く+ - a n - til x 壬 ｢( 他) - を驚かす+ ､ r eP a t ｢( 自) 喜ぶ+
-

a n - r eP a t

｢(他) - を喜ばせる+ , e s x生 ｢( 良) 目が覚め る+ - a n - s x t ｢( 他) - を目覚めさせ る ､ 起 こす+ ,

x a q e n T生 ｢(自) 怒る+ - a n -

x a q e
-

I ｢( 他) - を怒らせ る+ など｡

また こ の グル - プの 自動詞にも ､
s の謝御性が比較的高めの もの が存在するが ､

こ の場合で も

動作 ･ 行為の制御性は A が高く ､ o が低い ｡ これ につ い ては次の 例を参照 されたい ｡

(1 a) p
'

e c q o x e生 qtl m a 叫 rp e n .

子 (絶 sg .〉 毛皮上着 (具 sg -) 着 る 過 3 s g .

｢ 子は毛皮上着を着た+

(1 b) l a x s x p
'

e c a n T q u m a
-

ヰ
ー n e n q O X e壬.

母 (絶 sg .) 千 (絶 sg .) 着る 過 主3 日3 s g . 毛皮上着 (具 sg .)

｢ 母は子に毛皮上着 を着せ た+

(1 c) 1 a x s x p
'

e c l a n l u m a -中 - n e n q o x el .

母 (絶 sg .) 千 (範 sg .) 使 役 着る 過 3 s g . 毛皮上着 (具 sg .)

｢ 母は子 に毛皮上着を著させた+

(l a) は自動詞 q u 皿 a ｢ 着る+ I ( l b) は接頭辞 a n - に より派生さ れた他動詞 ｢ - に着せ る+ の

例､ また (l c) は自動詞 q u m a ｢着る+ に使役の接頭辞 I a 皿 - を付加した使役動詞の例である｡ (1 b)

では子に毛皮上着を着せ る行為 をしてい るの は母であるが ､(1 c) では 毛皮上着を着る行為を行 っ

て い るのは 子自身である｡ 従 っ て ､ (1 b)､ は (1 c) と比較すると､ A の制御性が高く 0 の制御性が

低い ことが明らかである｡
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2 . 5 . t
-

＋ 自動詞語幹 Vi - 他動詞語幹 V t

自動詞語幹 v i に接頭辞 卜 を付加するこ とにより ､ 他動詞語幹V t が形成され るo こ の よう

な自動詞 と他動詞 の対 には以下の ようなものがあるo

自動詞 語幹

n a s 下りる

e f s 上 がる

1 e なる

他動詞 語幹

ト n a s - を下ろす

t - ef s - を上げる

t
J

J J e - にす る

その 他､ ヴ ァ ロ - ジ ン は トfi ｢ - に水路を与える+ > fi ｢ 航行する , 泳ぐ+ を挙げて い る

( B o n o 桝 H 1 9 7 6 : 2 0 3) o こ の ような接頭辞 t
- による他動詞 の派生は生産的ではなく ､ ごく限

られた動詞 にのみ観察される｡

また､
上述 の他動詞 化の接頭辞 犯

-

と t
- を組み合わせ て自動詞か ら他動詞 を派生する例

( a n _ t
,

_ un m e -I ｢ - を止める+ > un m e ｢ 止まる+ ) もまれ に見られるo

こ の よう に､ 接頭辞 t 一 による自動詞から他動詞 の派生は非常に限 られた語 にしか見られない

が ､ こうして派生された他動詞語幹は ､ 動作主 A の制御性が高く動作
･ 行為の対象 0 の制御

性が低い とし1 う点で ､ 接頭辞 a n
- と機能的には

一 致して い るo

3 . まとめ

上で , イテ リメン語の 自動詞語幹 V i と他動詞語幹 V t を､ 形態的に次
のような グル

ー プに分

類して 見てきた｡

A . V i - V t

B . V t ＋
-?壬 一 V i

c . e n イ a n 一 十 V t ( ＋ - ?i) - V i

D . a n
- ＋ V i ( ＋

-(?)I/ 一

句/
-

P) → V t

E . 卜 十 V i - V t

こ の うち ,､ A , B , C の グル T プで は､ 自動詞語幹によ っ て表され
る動作 ･ 行為の対象が認識で

き､ 意味的に他動性が高い こ とを見たo また､ 自動詞が再帰動詞 になっ てい るものや動作
, rT 為

が相互 に及ぶ もの も見られた ｡.
つ まり ､ A , B , C の グル

- プでは他動詞 を自動詞化す争際, 統語

上で は他動詞の目的語を削除して ､ 動詞 語幹によ っ て表される動倖
･ 行為その もの に重点を置く

とい う方法を と っ てい る ( A グル
ー プの自動詞も他動詞の自動詞化 とみなす) o そ の蘇果 , 自動

詞で は動作 ･ 行為の再帰性, 相互性を表す場合もあるの で柱な いか と考えられ る｡
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一 方 ,
D , E の グル ー プの動詞 は上述の A

,
B , C グル ー プとは大きく異な る o

r

まず自動詞 につ い

て は､ 語幹に よ っ て 表される動作 ･ 行為の対象を認識しにくく
､ 他動性が低い こ と､ 動作 ･ 行為

の主体 S の 制御性が比較的低い こ とを見た o そ して対応する他動詞 では ､ 動作主 A の動作 ･ 行

為の御御性が 高く､ 動作 ･ 行為の対象 0 の朝御性が低い こ とが観察され たo D
,
E の グル ー プで

は自動詞 を他動詞化する際 ､ 統語上 では自動詞主語 を他動詞 目的語化 し､ 意味的には ( もとも と

制御性の低い) 動作 ･ 行為 の主体 S を対象 0 とし､ 動作主 A の制御性を高め る｡

しか し
､ 例えば日本語の ｢ 割る+ > ｢割れる+ ､

｢焼く+ > ｢ 焼け る+ ､
｢ 切る+ > ｢ 切れ る+

な どの よう に ､ 他動詞目的語 を自動詞主語化するような動詞語幹の 形態的派生はみ られない ｡ こ

の ような場合は､ イテリ メン語では受動構文をとり , 統語的な方法によ っ て他動詞目的語 を自動

詞主語化する ｡

以上 ､ イテリメ ン語の 動詞の 自他に つ い て ､ そ の形態的特徴 と意味 , 統語との 関係を考察した o

イテ リメン語の動詞 語幹の 形態的派生 には他動詞 の 自動詞化 と自動詞 の 他動詞化があるが ､ 他動

詞の自動詞化で は目的語 を削除し､ 自動詞の他動詞化で は自動詞主語を目的語化するという ､ 2

つ のパタ
ー

ンが ある ことを示 した ｡ 他動詞 の自動詞化にお い て ､ 他動詞 目的語を自動詞主誇化す

るような動詞語幹の形態的派生法がな い ことが ､ イテリ メン語で受身文が多用 される こと と深く

関わっ ている と考え られ るが
､
こ のよ うな統語的な構造も含めた ヴォイス 全般の 問題につ い て は

別の機会に考察したい ｡
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